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大
名
美
恵
子
議
員　

本
制
度
は
介
護

保
険
創
設
当
初
か
ら
、
要
介
護
者
が
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
き
ち
ん
と
受
け
ら
れ

る
た
め
に
、
村
が
独
自
に
設
置
し
、
そ

の
後
助
成
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
も
の

で
す
。
村
は
、
こ
れ
を
や
め
、
代
わ
り

に
別
の
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

と
い
い
ま
す
が
、
助
成
先
が
異
な
る
サ

ー
ビ
ス
へ
の
代
替
は
行
う
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
及
び
廃
止
す
る

代
わ
り
に
充
実
さ
せ
る
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
の
見
込
み
総
額
は
い
く
ら
に
な
る
か

お
聞
き
し
ま
す
。

　

福
祉
部
長　
　

月
末
現
在
の
第
１
号

１０

被
保
険
者
数
は
８ 

６
９
６
人
で
、
そ

の
内
７
１
８
人
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
で
す
。
平
成　

年
度
実
績
総
額
は
約

２５

５
千
万
円
で
す
。
法
改
定
を
受
け
た
来

年
度
か
ら
の
高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護

保
険
計
画
の
方
向
性
で
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
が
給
付
か
ら
外
れ
て
地
域

支
援
事
業
に
な
る
こ
と
や
、
利
用
者
負

担
額
が
２
割
に
な
る
方
が
い
る
こ
と
か

ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
へ
の
助
成
は

や
め
て
、
介
護
す
る
方
と
介
護
さ
れ
る

方
双
方
の
支
援
を
充
実
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

現
時
点
の
具
体
案
は
、
①
家
族
介
護

用
品
購
入
助
成
を
、
要
介
護
１
以
上
の

在
宅
、
入
院
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
老

人
保
健
施
設
・
特
定
施
設
入
所
者
に
拡

充
。
②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
介
護
認
定

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
者
の
休

養
に
も
利
用
を
拡
大
す
る
。
③
介
護
者

の
精
神
的
支
援
と
し
て
「
家
族
介
護
者

ケ
ア
推
進
事
業
」を
新
た
に
推
進
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
見
込
み
予
算
額
は
約
１
５

０
０
万
円
で
す
。

　

大
名
美
恵
子
議
員　

村
の
支
出
を
減

ら
す
の
が
目
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
関
連
し
て
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
食
事
費
補
助
、
後
期
医
療
サ
ポ
ー
ト

事
業
、
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

助
成
は
、
廃
止
の
対
称
な
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

食
事
費
補
助
、
後
期
医

療
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
今
年
度
で
終
了
。

障
害
者
の
方
へ
の
７
割
助
成
及
び
食
費

助
成
は
継
続
し
ま
す
。

　

大
名
美
恵
子
議
員　

複
数
の
補
助
事

業
を
一
気
に
廃
止
す
る
の
は
、
村
の
自

己
満
足
と
機
械
的
都
合
で
あ
り
、
住
民

は
苦
し
む
ば
か
り
で
す
。
継
続
す
べ
き

で
す
。

　

村
長 　

村
政
は
感
情
論
で
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
廃
止
を
実
施
し
ま
す
。

　

川
﨑
篤
子
議
員　

安
倍
首
相
は
、

 「
大
企
業
が
も
う
け
さ
え
す
れ
ば
、
い

ず
れ
は
国
民
の
暮
ら
し
に
ま
わ
る
」
と

明
言
し
供
農
業
・
農
村
の
所
得
倍
増
僑

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
暴
落
相
場
の
な
か

で
２
年
連
続
、
米
価
が
下
が
り
、「
こ
れ

で
は
、
た
ん
ぼ
を
つ
く
る
人
が
い
な
く

な
り
荒
れ
地
に
な
る
」、
本
村
で
も
「
も

う
米
は
作
っ
て
も
、
や
っ
て
い
け
な
い

と
嘆
く
人
も
多
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

　

稲
作
を
続
け
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
、

農
水
省
の
調
査
で
は
約
１
万
６ 

０
０

０
円
／
玄
米
俵
必
要
で
す
。
茨
城
県
前

年
比
２ 

５
０
０
円
の
米
価
の
下
落

は
、
生
産
費
の
半
分
程
度
で
あ
り
、
安

心
し
て
農
業
が
続
け
ら
れ
る
価
格
保
障

と
所
得
補
償
で
、
日
本
農
業
を
再
生
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
面
策
と
し
て

村
は
、
現
在
米
価
暴
落
で
、
来
年
の
作

付
け
に
も
不
安
を
も
つ
耕
作
者
へ
の
支

援
を
行
う
べ
き
で
す
。
村
長
は
ど
う
お

考
え
か
。

　

村
長　

国
の
補
填
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
消
費
減
少
に
よ
り
主
食
米
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
が
あ
り
、
今
後

も
長
期
的
に
続
く
。
一
時
的
な
単
な
る

価
格
保
障
で
は
、
真
の
支
援
に
つ
な
が

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
策
定
中
の
農
業
振
興
計
画
の
中

で
位
置
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　

川
﨑
篤
子
議
員　

安
倍
首
相
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
と
「
農
業
改
革
」
を
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
の
柱
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
主
食
米
の
輸
入

を
増
や
し
、
飼
料
用
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
主
食
米
の
自
給
率
に
責
任
を
持
た

な
い
も
の
で
す
。
日
本
を
丸
ご
と
ア
メ

リ
カ
に
売
り
渡
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
輸
入
自
由
化

を
見
越
し
た
も
の
で
す
が
村
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

　

村
長　

輸
入
自
由
化
を
見
越
し
た
対

応
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
コ
メ
の
生

産
調
整
が
必
要
な
中
で
、
主
食
米
以
外

の
用
途
と
し
て
、
輸
入
飼
料
に
代
わ
る

飼
料
用
米
の
推
進
は
、
政
策
と
し
て
整

合
が
と
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

川
﨑
篤
子
議
員　

米
余
り
の
原
因

は
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
が
、
毎
年

　

万
ト
ン
輸
入
さ
れ
る
上
に
、
備
蓄
米

７７の
政
府
の
処
理
が
、
適
正
に
さ
れ
て
い

な
い
た
め
で
す
。
村
に
は
、
食
糧
主
権

に
も
と
づ
い
て
、
規
模
の
大
小
を
問
わ

ず
支
援
し
、
農
業
を
守
る
こ
と
が
、
地

球
環
境
保
全
に
も
役
立
つ
と
す
る
考
え

方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
面
今

困
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
村
独
自
の
支

援
を
と
る
べ
き
で
す
。

介
護
保
険
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成
制
度
は
、

新
年
度
か
ら
も
継
続
を

介
護
保
険
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成
制
度
は
、

新
年
度
か
ら
も
継
続
を

米
価
暴
落
に
た
い
す
る
村
独
自
支
援
策
を
求
め
る

米
価
暴
落
に
た
い
す
る
村
独
自
支
援
策
を
求
め
る

米
価
暴
落
に
た
い
す
る
村
独
自
支
援
策
を
求
め
る

　一つは、介護保険在宅サービス利用料助成事業。
村が助成制度を廃止する理由として「制度の該当者
がごくわずかにもかかわらず助成総額が高額。助成
内容を在宅で介護する人への支援拡大に変更するた
め」としているが、介護サービスを受けやすくする
ための支援と、在宅介護者への支援とでは支援先が
違う。欠陥保険制度の中で苦しむ利用者とそのご家
族を守り、支えるべき地方自治体としてのこの部分
での役割を放棄することになる。
　二つは、こども園の給食は、完全村営に。調理部
門の業務委託化は、村がその責任を民間企業に委ね
ることであり、企業の性質から考えると利益追求が
第一の目的となる。村直営で行ってきた給食調理業
務を、安易に委託しなければならない正当な理由は
見当たらない。これを認めれば、小・中学校給食ま
ですべて委託が可能となることは明らか。委託先企
業の職員と交流もなくなり、問題の解決もその都度
企業の責任者を通して行わなければならずサービス
の低下はまぬかれない。

日本共産党村議団は、住民団体と共に
二つの村行政サービスの継続を求めました

　

大
名
美
恵
子
議
員　

感
情
論
を
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
を
優
先
す
べ

き
か
政
策
の
選
択
を
言
っ
て
い
る
の
で

す
。

鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸

　
２
０
１
５
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
暮
れ
に
は
、
村
政
を
大
き
く
左
右
す
る
衆
議
院
総
選
挙
と

茨
城
県
議
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
倍
晋
三
政
権
の
こ
の
２
年

は
、
消
費
税
の
大
増
税
、
格
差
を
拡
大
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
自

由
を
壊
す
問
題
だ
ら
け
の
秘
密
保
護
法
の
施
行
、「
海
外
で
戦
争

す
る
国
」
づ
く
り
推
進
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
「
閣
議
決

定
」、
原
発
再
稼
働
な
ど
、
多
く
の
国
民
の
強
い
反
対
の
声
に
背
い

た
暴
走
政
治
ば
か
り
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
５
年
は
、
国
政
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
き
わ
め
つ
つ
、
村
民
生
活
が
国
の
悪
政
に
よ
り
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
村
政
の
あ
り
方
を
憲
法
や
地
方
自
治
法
に
も
と
づ
く
村
民
生
活
最
優
先
の
あ
た
た
か
い
村
政
と

な
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年
　
月
定
例
議
会
で
党
村
議
団
は
、「
住
民
の
福
祉
と
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う
自
治

１２

体
の
原
点
を
堅
持
し
続
け
る
村
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
臨
み
ま
し
た
。
今
年
も
村
民
の
み
な
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
ま
た
、

国
・
県
・
村
の
党
議
員
団
が
連
携
し
て
供
村
民
生
活
最
優
先
僑
の
村
政
め
ざ
し
て
力
を
つ
く
し
ま
す
。
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
月
議
会
で
の
一
般
質
問
の
一
端
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１２
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川
﨑
篤
子
議
員　

村
内
除
染
作
業
は

終
了
し
「
対
象
区
域
の
放
射
性
物
質
が

付
着
し
た
草
・
落
葉
・
堆
積
物
の
除
去
、

表
土
の
削
り
取
り
な
ど
を
行
い
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
収
納
後
、
対
象
区

域
内
に
保
管
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ

ン
テ
ナ
の
全
体
の
数
量
と
今
後
の
管
理

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

村
民
生
活
部
長　

白
方
お
よ
び
白
方

第
２
公
園
で
１
５
８
袋
、
真
崎
古
墳
群

公
園
で
８
７
６
袋
、
石
神
城
址
公
園
で

１
９
５
袋
、
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
で
３ 

８
０
９
袋
の
合
計
で
５ 

０
３
８
袋
で

す
。

　

可
燃
物
は
、
環
境
省
か
ら
焼
却
処
分

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ひ
た
ち
な
か

市
と
協
議
中
だ
が
、
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
。
国
の
廃
棄
物
等
の
除
染
の
方

針
、
方
法
が
決
ま
り

次
第
検
討
し
ま
す
。

　

川
﨑
篤
子
議
員　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
灰
の
放
射
性

物
質
濃
度
は
、
９
月

　

日
現
在
で
１ 

９

３０８
０
　
／
　
で
す
。

Bq

kg

除
染
物
を
今
後
焼
却

す
る
こ
と
で
、
こ
の

数
値
を
上
げ
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
焼
却

一
つ
を
と
っ
て
も
福

島
原
発
事
故
は
二
度

と
繰
り
返
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
東
海
第

２
原
発
を
は
じ
め
、

　

大
名
美
恵
子
議
員　

東
日
本
大
震
災

で
被
災
以
来
、
こ
ど
も
た
ち
や
保
護
者

は
、
こ
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
の
場
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
施
設
の
完
成
を
ど

ん
な
に
か
待
っ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

村
は
、
そ
の
施
設
と
し
て
文
科
省
と

厚
生
労
働
省
と
に
管
轄
が
異
な
る
事
業

を
、
同
一
施
設
で
運
営
す
る
幼
保
連
携

施
設
を
選
択
し
ま
し
た
。
施
設
の
特

徴
、
幼
保
連
携
の
意
義
、
本
村
の
独
自

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

屋
内
の
特
徴
で
は
、
保

育
・
教
育
を
行
う「
保
育
室
」「
遊
戯
室
」、

給
食
・
お
や
つ
を
摂
る
「
ラ
ン
チ
ス
ペ

ー
ス
」、
睡
眠
の
場
の「
午
睡
室
」な
ど
、

一
日
の
生
活
の
流
れ
や
一
般
的
な
住
家

を
意
識
し
た
空
間
が
考
慮
さ
れ
て
い
る

点
。
ま
た
「
保
健
室
」「
安
静
室
」
の
確

保
、「
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
に
も
と
づ

く
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ
を
設

け
た
点
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
で
は
、
起
伏
の
あ
る
園
庭
、
２

階
へ
つ
な
が
る
ス
ロ
ー
プ
状
の
傾
斜
路

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
水
災
害
時
に
地
域
の

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
一
時
的
に
避

難
で
き
る
場
所
を
設
け
た
こ
と
、
こ
ど

も
た
ち
の
た
め
の
食
料
・
飲
料
水
備
蓄

庫
を
設
け
た
こ
と
で
す
。

　

幼
保
連
携
の
意
義
は
、
保
護
者
の
就

労
等
、
用
件
が
変
わ
っ
て
も
基
本
的
に

は
利
用
が
継
続
で
き
る
、
就
学
前
の
子

ど
も
た
ち
が
過
ご
す
環
境
に
幼
稚
園
・

保
育
所
の
区
分
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

本
村
の
独
自
性
と
し
て
は
、
保
育
士

の
配
置
で
３
歳
児
は
法
的
に
は　

人
に

２０

一
人
の
と
こ
ろ
、　

人
に
一
人
、
他
の

１６

年
齢
も
複
数
担
任
を
基
本
と
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

大
名
美
恵
子
議
員　

４
月
か
ら
の
給

食
の
調
理
員
委
託
の
考
え
方
は
誤
り
で

す
。
こ
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
重
要
な

就
学
前
期
の
給
食
は
、
完
全
公
営
で
こ

そ
行
う
べ
き
で
す
。

　

安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
と
そ
れ

を
保
障
す
る
調
理
員
の
職
場
環
境
は
大

変
重
要
で
す
。
同
施
設
内
で
働
き
な
が

ら
身
分
が
違
う
、
委
託
事
業
所
に
よ
る

調
理
員
へ
の
待
遇
・
対
応
に
よ
る
心
理

的
影
響
は
調
理
労
働
の
質
に
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
、
保
育
士
側
も
、
給
食

に
関
し
て
気
軽
に
給
食
に
関
し
て
調
理

員
と
話
が
で
き
な
い
な
ど
、
従
来
の
保

育
所
で
の
給
食
環
境
か
ら
大
き
な
後
退

を
招
き
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

給
食
調
理
業
務
の
委
託

は
、
行
革
大
綱
で
設
定
さ
れ
た
本
村
初

の
試
み
で
あ
り
、
職
員
人
件
費
の
削

減
、
調
理
手
の
事
務
事
業
縮
減
、
民
間

能
力
の
活
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
目
的
で
す
。

　

委
託
は
、
４
月
か
ら
調
理
作
業
の
み

を
予
定
、
食
材
の
発
注
・
献
立
は
、
村

の
管
理
栄
養
士
が
行
い
ま
す
の
で
一
般

的
に
懸
念
さ
れ
る
給
食
の
質
・
量
の
低

下
な
ど
、
こ
ど
も
や
保
護
者
に
不
利
益
を

招
く
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

大
名
美
恵
子
議
員　

就
学
前
期
の
こ

ど
も
に
、
行
革
を
あ
て
は
め
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
委
託
は
や
め
て
、

村
採
用
の
調
理
員
を
配
置
す
べ
き
で
す
。

　

川
﨑
篤
子
議
員　

日
本
原
電
は
、
東

海
発
電
所
解
体
に
よ
り
発
生
す
る
低
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物　

の
自
社
敷
地
内

L３

埋
設
計
画
に
つ
い
て
、
東
海
村
議
会
全

員
協
議
会
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
は
、
国
の
環

境
省
や
県
へ
日
本
原
電
は
施
設
の
安
全

上
及
び
後
世
に
配
慮
し
、
埋
設
計
画
を

改
め
当
面
「
一
時
管
理
」
の
考
え
に
転

換
を
求
め
る
よ
う
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
同
時
に
原
電
へ
も
要
請
し
、
村
長

へ
は
原
電
に
対
し
て
住
民
の
安
全
を
考

慮
し
、
原
電
に
対
し
て
要
請
を
行
う
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
な
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

村
長　

原
電
へ
の
伝
達
は
行
い
ま
し

た
。
国
の
規
則
に
も
と
づ
い
て
処
理
処

分
さ
れ
る
計
画
が
策
定
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
村
は
、
日
本
原
電
の

計
画
書
や
許
可
内
容
に
つ
い
て
し
っ
か

り
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
原
電
に
十
分

な
情
報
公
開
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
こ
の
処
分
問
題
は
、
必
要
に
応
じ

て
村
か
ら
き
ち
ん
と
立
ち
入
り
調
査
や

確
認
し
管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

川
﨑
篤
子
議
員　

放
射
性
廃
棄
物
の

処
理
・
処
分
方
法
が
未
完
成
の
中
で
の
、

国
内
初
の
商
業
用
原
子
炉
の
廃
止
措
置

で
す
。
今
後
、
原
電
の
申
請
内
容
が
、

真
に
住
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
も

の
と
な
る
よ
う
し
っ
か
り
監
視
を
強
め

る
べ
き
で
す
。

ん
の
意
見
で
も
、
運
動
と
食
事
内
容
で

改
善
が
大
き
く
図
れ
る
小
学
生
の
時
期

の
対
応
が
重
要
と
言
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
新
年
度
か
ら
復
活
す
べ
き
」と
、

教
育
委
員
会
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。

　

教
育
次
長　

小
児
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
は
、
児
童
生
徒
の
肥
満
な
ど
の
原

因
・
因
子
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
も

目
的
に
、
平
成
３
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
、
東
海
村
教
育
研
究

２３

会
健
康
教
育
部
か
ら
「
健
診
等
に
関
す

る
要
望
書
」
で
、
①
親
の
承
諾
が
必
要

だ
が
受
診
が
必
要
と
思
わ
れ
る
児
童
の

保
護
者
が
同
意
し
な
い
傾
向
に
あ
る
、

②
健
診
の
採
血
中
に
貧
血
や
体
調
不
良

を
起
こ
す
児
童
が
多
く
な
っ
て
い
る
、

③
医
学
的
な
管
理
の
対
象
と
な
る
児
童

は
数
名
い
る
が
、
食
に
関
す
る
指
導
が

充
実
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
健
診
を

廃
止
し
た
い
と
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
平
成　

年
度
か
ら
小
学
４
年
生
の

２５

健
診
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
１
年
生
を
対
象
の
健
診
は
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
食
育
の
観
点
か
ら
予
防
指

導
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

大
名
美
恵
子
議
員　

健
診
の
方
法
及

び
廃
止
の
周
知
は
ど
う
行
っ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

保
護
者
の
同
意
を
得
た

小
学
４
年
生
を
対
象
に
、
問
診
・
肥
満

度
・
血
圧
・
血
液
検
査
を
行
い
、
所
見

の
あ
る
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
結
果

説
明
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
廃
止

に
つ
い
て
は
学
校
か
ら
も
教
育
委
員
会

か
ら
も
連
絡
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

大
名
美
恵
子
議
員　

学
校
教
育
の
中

に
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
健
康
、
身
体
作

り
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
状
況
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
家
庭
と
力
合
わ
せ
て
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

大
名
美
恵
子
議
員
は
、
２
０
１
３
年

度
決
算
で
分
か
っ
た
小
学
４
年
生
の
小

児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
が
廃
止
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

の
研
究
班
の
報
告
や
身
近
な
保
健
師
さ
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濃
度
は
上
げ
る
べ
き
ででででででででででででででで

はははははははははははははは
なななななななななななななな
は
な
いいいいいいいいいいいいいいい

と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園
の
給
食
は
、

委
託
せ
ず
完
全
な
公
設
公
営
で

東
海
村
立

小小
児児
生生
活活
習習
慣慣
病病
予予
防防
健健
診診
はは

新新
年年
度度
復復
活活
をを

小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
は

新
年
度
復
活
を

原
電
東
海
発
電
所
解
体
に
よ
る

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
　L3

埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋
設設設設設設設設設設設設設設
でででででででででででででで
はははははははははははははは
なななななななななななななな
くくくくくくくくくくくくくく
管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理

埋
設
で
は
な
く
管
理
ののののののののののののののの

考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええ
にににににににににににににに
転転転転転転転転転転転転転転
換換換換換換換換換換換換換換

考
え
に
転
換
ををををををををををををををを

止
ま
っ
て
い
る
す
べ
て
の
原
発
は
そ
の

ま
ま
廃
炉
に
す
べ
き
で
す
。

１．放射性廃棄物の処理処分方法は未確立、増える廃棄
物対策は国の責任で行い、事業者責任は中止する。
２．処分・管理計画は、基準を設け、十分な説明の上住
民の合意を得ること。L３廃棄物は、地下水・大気・海
水・人への影響が出る物質の管理、綿密な安全性の確
認を怠らない。
３．L３廃棄物の濃度上限値だけでなく、実測値も公表す
る。計画書に未記載のニッケル６３、炭素１４、アルファ
線を放出する放射性物質、テクネチウム９９も測定し公
表する。
４．処分する物の分別方法の公表。L３より上限値が高
いものが出た場合の考え方も公表する。
５．処分施設の表面線量の公表。L３廃棄物収納予定の
鉄箱・フレキシブルコンテナ・プラスチックシートが、
長期使用等破損で放射性物質が漏れた場合、事実の公
表と早急に詰め替える。
６．処分場所の表示等により、後世に一目でその内容が
分かるものとする。また、立ち入り確認ができる施設
の構造と場所とする。
７．処分状況の確認は、一時保管の考え方で一定期間保
管状況を確認する。
８．処分は、雨水・海水等水対策、地震対策、突風・竜
巻等風対策を十分行った遮断型構造に施設整備し、管
理する。

日本原子力発電（株）東海発電所解体

低レベル放射性廃棄物L3埋設計画に
関する日本共産党の提言の主な内容


